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(57)【要約】
【課題】経路の算出精度を向上させること。
【解決手段】本願に係る選択装置は、所定の端末装置か
ら移動経路を示す移動情報を取得する取得部と、移動経
路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準とな
る移動経路よりも評価が高い移動経路を示す移動情報、
または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動経路
を示す移動情報を、取得された移動情報から選択する選
択部とを有することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の端末装置の移動経路を示す移動情報を取得する取得部と、
　移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準となる移動経路よりも評価が
高い移動経路を示す移動情報、または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動経路を
示す移動情報を、取得された移動情報から選択する選択部と
　を有することを特徴とする選択装置。
【請求項２】
　前記取得部は、前記移動情報として、前記移動経路と当該移動経路の移動時間とを示す
移動情報を取得し、
　前記選択部は、前記基準となる移動経路よりも評価が高い移動経路を示す移動情報とし
て、基準となる移動経路よりも移動時間が短い移動経路を示す移動情報を取得し、前記基
準となる移動経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情報として、基準となる移動経路
よりも移動時間が長い移動経路を示す移動情報を選択する
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択装置。
【請求項３】
　前記選択部は、前記基準となる移動経路と同一の出発地から同一の目的地へと至る移動
経路であって、当該基準となる移動経路とは異なる移動経路を示す移動情報のうち、前記
基準となる移動経路よりも評価が高い移動経路、または、前記基準となる移動経路よりも
評価が低い移動経路を示す移動情報を選択する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の選択装置。
【請求項４】
　前記選択部は、前記所定の端末装置が所定の出発地から所定の目的地まで移動する際に
提供される移動経路として算出された移動経路を前記基準となる移動経路とする
　ことを特徴とする請求項１～３のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項５】
　前記選択部は、前記移動情報の取得元となる端末装置が当該移動情報が示す移動経路を
移動した際の移動速度を取得し、前記モデルの学習データとして、前記移動速度が所定の
範囲内となる移動情報を選択対象とする
　ことを特徴とする請求項１～４のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項６】
　前記選択部は、前記モデルの学習データとして、前記移動速度が前記移動経路における
法定の移動速度の範囲内となる移動情報を選択対象とする
　ことを特徴とする請求項５に記載の選択装置。
【請求項７】
　前記取得部は、複数の端末装置の移動経路を示す移動情報を取得し、
　前記選択部は、所定の移動経路における所定の端末装置の移動速度と、当該所定の移動
経路における他の端末装置の移動速度との差が所定の閾値を超える場合は、当該所定の端
末装置の移動経路を示す移動情報であって、当該所定の移動経路を示す移動情報を選択対
象から除外する
　ことを特徴とする請求項５または６に記載の選択装置。
【請求項８】
　前記選択部は、前記移動情報に基づいて、所定の移動経路における前記所定の端末装置
の移動態様が当該所定の移動経路における所定の条件を満たしているかを判定し、当該所
定の条件を満たしていると判定した場合は、当該移動情報を選択対象とする
　ことを特徴とする請求項１～７のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項９】
　前記選択部は、前記移動情報に基づいて、前記所定の端末装置の移動態様が所定の条件
を満たしているかを判定し、当該所定の条件を満たしていると判定した場合は、当該移動
情報を選択対象とする
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　ことを特徴とする請求項１～８のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１０】
　前記選択部は、前記移動情報が曲線を描く移動経路を示す場合は、当該移動経路におけ
る前記所定の端末装置の移動速度が所定の閾値を超えるか否かを判定し、超えると判定し
た場合は、当該移動情報を選択対象から除外する
　ことを特徴とする請求項１～９のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１１】
　前記選択部は、前記移動情報が示す移動経路を含む領域の属性に基づいて、前記モデル
の学習データとする移動情報を選択する
　ことを特徴とする請求項１～１０のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１２】
　前記所定の端末装置から収集された移動情報が前記モデルの学習データとされた場合は
、当該所定の端末装置と紐づく利用者に対して、所定の報酬を設定する設定部
　を有することを特徴とする請求項１～１１のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１３】
　前記設定部は、前記所定の端末装置を介して所定のサービスに関する認証を受けた利用
者に対し、前記所定の報酬を設定する
　ことを特徴とする請求項１２に記載の選択装置。
【請求項１４】
　前記設定部は、前記評価の度合いに応じた報酬を設定する
　ことを特徴とする請求項１２または１３に記載の選択装置。
【請求項１５】
　前記基準となる移動経路とは異なる移動経路であって、前記基準となる移動経路と同じ
目的地へと至る移動経路を移動中の端末装置に対して、当該端末装置が移動中の移動経路
に関する情報と、前記基準となる移動経路に関連する情報とを提供する提供部
　を有することを特徴とする請求項１～１４のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１６】
　前記提供部は、前記基準となる移動経路を移動中の端末装置の位置に基づいて、前記基
準となる移動経路とは異なる移動経路を移動中の端末装置が前記基準となる移動経路を移
動した際の位置を推定し、推定した位置に関する情報を、前記基準となる移動経路に関連
する情報として提供する
　ことを特徴とする請求項１５に記載の選択装置。
【請求項１７】
　前記選択部は、利用者からの評価が高い移動経路を示す経路情報、または、利用者から
の評価が低い移動経路を示す経路情報を、前記モデルの学習データとしてさらに選択する
　ことを特徴とする請求項１～１６のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１８】
　前記選択部は、前記移動情報が示す移動経路が、所定の出発地から所定の目的地までの
間で同一の区間を繰り返し通過している場合は、当該移動情報を前記基準となる移動経路
よりも評価が低い移動経路とする
　ことを特徴とする請求項１～１７のうちいずれか１つに記載の選択装置。
【請求項１９】
　選択装置が実行する取得方法であって、
　所定の端末装置から移動経路を示す移動情報を取得する取得工程と、
　移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準となる移動経路よりも評価が
高い移動経路を示す移動情報、または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動経路を
示す移動情報を、取得された移動情報から選択する選択工程と
　を含むことを特徴とする選択方法。
【請求項２０】
　所定の端末装置から移動経路を示す移動情報を取得する取得手順と、
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　移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準となる移動経路よりも評価が
高い移動経路を示す移動情報、または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動経路を
示す移動情報を、取得された移動情報から選択する選択手順と
　をコンピュータに実行させるための選択プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選択装置、選択方法及び選択プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スマートフォン等の持ち運び可能な端末装置を用いて、利用者が乗車している車
両を目的地まで案内するカーナビゲーション（以下、「案内」ともいう）の技術が知られ
ている。このような技術の一例として、所定の記録媒体に記録されたデータを用いて算出
された経路と実際の走行軌道データとの比較結果に応じて検索コストを修正し、修正した
検索コストに基づいて目的地までの経路を算出する技術が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３５９６７０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来技術では、必ずしも適切な経路を算出しているとは言えな
い場合がある。
【０００５】
　例えば、上述した従来技術では、所定の車両に設置されたナビゲーション装置が、その
車両の走行軌跡データと算出された経路との比較結果に応じて検索コストを修正している
に過ぎない。このため、従来技術では、目的地までより短時間で向かうことができる道路
ができたとしても、その道路を利用者が知らない場合には、その道路を経路として選択で
きない恐れがある。
【０００６】
　本願は、上記に鑑みてなされたものであって、案内処理における経路の算出精度を向上
させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願に係る選択装置は、所定の端末装置から移動経路を示す移動情報を取得する取得部
と、移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準となる移動経路よりも評価
が高い移動経路を示す移動情報、または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動経路
を示す移動情報を、取得された移動情報から選択する選択部とを有することを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００８】
　実施形態の一態様によれば、案内処理における経路の算出精度を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係る情報処理装置が発揮する作用効果の一例を説明するため
の図である。
【図２】図２は、実施形態に係る情報処理装置が有する機能構成の一例を説明する図であ
る。
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【図３】図３は、実施形態に係る移動情報データベースに登録される情報の一例を示す図
である。
【図４】図４は、実施形態に係る情報配信装置が実行する選択処理の流れの一例を示すフ
ローチャートである。
【図５】図５は、実施形態に係る情報配信装置が学習データを用いてモデルを学習する処
理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図６】図６は、実施形態に係る情報配信装置が報酬を設定する処理の流れの一例を示す
フローチャートである。
【図７】図７は、実施形態に係る情報配信装置が実行する案内処理の流れの一例を示すフ
ローチャートである。
【図８】図８は、ハードウェア構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本願に係る選択装置、選択方法及び選択プログラムを実施するための形態（以
下、「実施形態」と呼ぶ。）について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、この実施
形態により本願に係る選択装置、選択方法及び選択プログラムが限定されるものではない
。また、以下の各実施形態において同一の部位及び処理には同一の符号を付し、重複する
説明は省略される。
【００１１】
　また、以下の説明では、選択装置の一例である情報配信装置１０が実行する選択処理の
一例として、車両を運転する利用者に対して、目的地まで車両を運転する経路を提供する
案内処理を実行する情報配信装置の一例について説明するが、実施形態は、これに限定さ
れるものではない。例えば、情報配信装置１０は、歩行する利用者や自転車やバイク等と
いった任意の移動手段を用いて移動する利用者に対し、経路を提供する案内処理を行う際
に、以下の選択処理を実行してもよい。すなわち、情報配信装置１０は、利用者の移動手
段に関わらず、任意の案内処理において以下の選択処理を適用可能である。
【００１２】
〔１．選択処理の概念〕
　まず、図１を用いて、情報配信装置１０が実行する選択処理の概念について説明する。
図１は、実施形態に係る情報処理装置が発揮する作用効果の一例を説明するための図であ
る。例えば、情報配信装置１０は、サーバ装置やクラウドシステム等、単数または複数の
情報処理装置により実現され、移動体通信網や無線ＬＡＮ（Local　Area　Network）等の
ネットワークＮ（例えば、図２参照）を介して、利用者Ｕ０１～Ｕ０３が使用する端末装
置１０１～１０３（以下、「端末装置１００」と総称する場合がある。）と通信可能な情
報処理装置である。なお、図１に示す例では、３つの端末装置１００を記載したが、情報
配信装置１０は、任意の数の端末装置１００と通信可能であってよい。
【００１３】
　端末装置１００は、例えば、スマートフォン、タブレット端末やＰＤＡ（Personal　Di
gital　Assistant）等の移動端末、ノート型ＰＣ（Personal　Computer）等の情報処理装
置である。なお、例えば、端末装置１００が車両内に設置して用いられる車載装置である
場合、例えば、カーナビゲーションシステムの端末等により実現される。例えば、端末装
置１０１は、利用者Ｕ０１によって利用される端末装置であり、端末装置１０２は、利用
者Ｕ０２によって利用される端末装置であり、端末装置１０３は、利用者Ｕ０３によって
利用される端末装置であるものとする。
【００１４】
　ここで、利用者Ｕ０１～Ｕ０３を所定の目的地まで案内する場合、端末装置１００は、
ナビゲーションシステム等、所定のアプリケーションを実行することで、以下の案内処理
を実行する。まず、端末装置１００は、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）や地磁
気を用いた各種の測位技術を用いて、現在位置を特定する。そして、端末装置１００は、
特定した現在位置を出発地とし、利用者が入力した目的地までの経路を示す案内情報を要
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求する。そして、端末装置１００は、情報配信装置１０から案内情報を受付けた場合は、
受付けた案内情報を用いて、利用者を目的地まで案内する案内処理を実行する。
【００１５】
　例えば、端末装置１００は、車両が利用可能な目的地までの経路、経路に含まれる高速
道路の情報、経路上の渋滞情報、案内の目印となる施設、画面上に表示する地図の情報、
案内時に出力する音声や地図等の画像等のデータが含まれる案内情報を受付ける。また、
端末装置１００は、各種の衛星測位システムを用いて、端末装置１００の現在位置を測位
する。そして、端末装置１００は、案内情報に含まれる地図等の画像を液晶画面やエレク
トロルミネッセンス、ＬＥＤ（Light　Emitting　Diode）画面等（以下、単に「画面」と
記載する。）に表示すると共に、特定した現在地をその都度地図上に表示する。
【００１６】
　なお、端末装置１００は、特定した現在地に応じて、左折や右折、使用する車線の変更
、目的地への到着予定時間等を表示、若しくは、端末装置１００や車両のスピーカー等か
ら音声により出力してもよい。なお、端末装置１００が実行する案内処理については、カ
ーナビゲーションシステムや歩行者のナビゲーションシステム等、各種公知の案内処理に
関する技術が適用可能であるものとして、詳細な説明を省略する。
【００１７】
　情報配信装置１０は、端末装置１００から案内情報の要求を受付けると、利用者の現在
位置を出発地とし、利用者が入力した目的地までの経路の中から、様々な要素に基づいて
提供する経路を選択する。そして、情報配信装置１０は、特定した経路を示す案内情報を
生成し、生成した案内情報を端末装置１００へと配信する。
【００１８】
　ここで、出発地から目的地までの経路を特定する場合、渋滞が発生しているか否かとい
った情報や、出発地から目的地までに要する時間等に応じて、提供対象とする経路を選択
する技術が考えられる。しかしながら、このような技術では、目的地までより短時間で向
かうことができる道路ができたとしても、その道路を利用者が知らない場合には、その道
路を経路として選択できない恐れがある。
【００１９】
〔２．実施形態に係る情報処理装置が実行する選択処理について〕
　そこで、情報配信装置１０は、以下の選択処理を実行する。例えば、情報配信装置１０
は、所定の端末装置１００の移動経路を示す移動情報を取得する。そして、情報配信装置
１０は、移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして、基準となる移動経路よりも
評価が高い移動経路を示す移動情報、または、基準となる移動経路よりも評価が低い移動
経路を示す移動情報を、取得された移動情報から選択する。
【００２０】
　例えば、端末装置１００のうち、プローブとして動作する端末装置１００（例えば、端
末装置１０１、１０２）は、所定の時間間隔で現在位置を特定し、特定した現在位置と現
在位置を特定した時刻とを対応付けて記憶する。そして、端末装置１００は、所定のタイ
ミングで、現在位置と時刻とを移動情報として情報配信装置１０へと送信する。
【００２１】
　このような場合、情報配信装置１０は、移動情報から利用者の移動経路とその移動経路
を移動する際に要した時間とを特定する。また、情報配信装置１０は、上述した案内処理
において経路を選択する処理と同様の処理により特定された経路であって、移動経路と同
じ出発地（始点）から目的地（終点）までの経路を基準経路とする。なお、係る基準経路
は、案内処理においてプローブとなる端末装置１００へ実際に提供されたものであっても
よく、提供されていないものであってもよい。例えば、情報配信装置１０は、プローブと
なる端末装置１００の移動経路に基づいて、端末装置１００の出発地と目的地とを推定し
、推定された出発地から目的地までの基準経路を案内処理の実行時と同様の処理によって
生成してもよい。
【００２２】
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　そして、情報配信装置１０は、移動情報から特定した移動経路と基準経路とを比較する
ことで、基準経路よりも評価が高い移動経路や、基準経路よりも評価が低い移動経路を特
定する。例えば、情報配信装置１０は、基準経路よりも短時間で目的地へと到達した経路
を評価が高い移動経路として特定し、基準経路よりも長時間で目的地へと到達した経路を
評価が低い移動経路として特定する。そして、情報配信装置１０は、案内処理において提
供する経路を選択するモデルの学習データとして、特定した移動経路を選択する。また、
情報配信装置１０は、学習データとして選択された移動経路を取得した端末装置１００の
利用者に対し、所定の報酬を設定する。
【００２３】
　以下、図を用いて、上述した選択処理を実現する情報配信装置１０の機能構成及び作用
効果の一例を説明する。なお、以下の説明では、プローブとなる端末装置１０１、１０２
に対して提供した案内情報が示す経路を基準経路とする例について説明する。
【００２４】
〔２－１．機能構成の一例〕
　図２は、実施形態に係る情報処理装置が有する機能構成の一例を説明する図である。図
２に示すように、情報配信装置１０は、通信部２０、記憶部３０、および制御部４０を有
する。通信部２０は、例えば、ＮＩＣ（Network　Interface　Card）等によって実現され
る。そして、通信部２０は、ネットワークＮと有線または無線で接続され、端末装置１０
０との間で、質問や応答の送受信を行う。
【００２５】
　記憶部３０は、例えば、ＲＡＭ（Random　Access　Memory)、フラッシュメモリ（Flash
　Memory）等の半導体メモリ素子、または、ハードディスク、光ディスク等の記憶装置に
よって実現される。また、記憶部３０は、選択処理や案内処理を実行するための各種デー
タである移動情報データベース３１、案内情報データベース３２、学習データデータベー
ス３３、およびモデルデータベース３４を有する。以下、移動情報データベース３１、案
内情報データベース３２、学習データデータベース３３、およびモデルデータベース３４
に登録される情報の一例を説明する。
【００２６】
　移動情報データベース３１には、端末装置１００から取得した移動情報が登録される。
例えば、図３は、実施形態に係る移動情報データベースに登録される情報の一例を示す図
である。図３に示す例では、移動情報データベース３１には、「移動情報ＩＤ（Identifi
er）」、「取得元端末ＩＤ」、「移動情報」、および「日時情報」といった情報が登録さ
れている。なお、図３に示す情報以外にも、端末装置１００が取得可能な情報や、端末装
置１００の移動に関する情報であれば、任意の情報が移動情報データベース３１に登録さ
れていてよい。
【００２７】
　ここで、「移動情報ＩＤ」は、移動情報の識別子である。また、「取得元端末ＩＤ」と
は、移動情報の取得元となる端末装置１００の識別子である。なお、「取得元端末ＩＤ」
は、端末装置を利用する利用者の識別子、すなわち、移動情報が示す移動経路を移動した
利用者を示す識別子であってもよい。また、「移動情報」は、端末装置１００が移動した
経路を示す情報であって、具体的には、端末装置１００が所定の時間間隔で取得した端末
装置１００の位置を示す位置情報である。また、「日時情報」とは、対応付けられた位置
情報が取得された日時を示す情報である。
【００２８】
　例えば、図３に示す例では、移動情報データベース３１には、移動情報ＩＤ「移動情報
＃１」、取得元端末ＩＤ「端末装置＃１」、移動情報「位置＃１－１～位置＃１－２～位
置＃１－３～位置＃１－４～・・・」、および日時情報「2016/11/11/11：10～2016/11/1
1/11：11～2016/11/11/11：12～2016/11/11/11：13～・・・」が対応付けて登録されてい
る。このような情報は、移動情報ＩＤ「移動情報＃１」が示す移動情報が、取得元端末Ｉ
Ｄ「端末装置＃１」が示す端末装置１００の移動経路を示す移動情報であり、端末装置１
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００が取得した位置情報が、移動情報「位置＃１－１～位置＃１－２～位置＃１－３～位
置＃１－４～・・・」であり、各位置情報が取得された日時が、日時情報「2016/11/11/1
1：10～2016/11/11/11：11～2016/11/11/11：12～2016/11/11/11：13～・・・」である旨
を示す。
【００２９】
　より概念的には、このような情報は、取得元端末ＩＤ「端末装置＃１」が示す端末装置
１００が、日時情報「2016/11/11/11：10」から日時情報「2016/11/11/11：13」までの３
分間の間に、位置情報「位置＃１－１」が示す位置から位置情報「位置＃１－２」が示す
位置および位置情報「位置＃１－３」が示す位置を辿り、位置情報「位置＃１－４」に至
った旨を示す。
【００３０】
　図２に戻り、説明を続ける。案内情報データベース３２には、案内処理を行う際に用い
る各種のデータが登録される。例えば、案内情報データベース３２には、一般道路や高速
道路等の車道等、車両が通行可能な経路を示す経路情報が登録されている。より具体的に
は、案内情報データベース３２には、ある地点からある地点までの車道を示すデータであ
って、グラフ構造を構成するデータ、すなわち、ポリラインの集合を含むデータや、案内
処理において出力される地図データ、音声データ等が格納されている。なお、案内情報デ
ータベース３２に登録されるデータは、公知の案内処理に用いられる各種のデータが採用
可能であるものとする。
【００３１】
　学習データデータベース３３は、学習データとして選択された移動情報が登録される。
例えば、学習データデータベース３３は、図３に示す移動情報データベース３１に登録さ
れた情報のうち、学習データとして選択された移動情報が登録されるものとする。
【００３２】
　モデルデータベース３４は、案内処理において提供される経路を選択するための選択モ
デルが登録されている。例えば、モデルデータベース３４には、ある出発地からある目的
地へと至る経路を入力すると、その経路が最適な経路か否かの指標となる数値を出力する
モデルが登録されている。例えばモデルデータベース３４に登録されたモデルは、入力さ
れた経路を示すデータであって、ポリラインを構成するノード群とエッジ群とのデータが
入力されると、入力されたデータが示す経路を辿って目的地まで至る際の時間に基づいて
、その経路が最適な経路か否かの指標となる数値を出力する。
【００３３】
　なお、このようなモデルを実現する技術の種類は限定されず、例えば、多段に構成され
た複数のノード群と、ノード群を接続する接続経路（重み）とで構成されるＤＮＮ（Deep
　Neural　Network）その他の知的情報処理技術、ＳＶＭ（Support　Vector　Machine）
等の機械学習技術、決定木、多変量解析などの統計技術、その他の任意の情報処理技術に
より実現可能である。すなわち、情報配信装置１０は、案内処理においてある出発地から
ある目的地まで至る経路（以下、「経路の候補」と総称する。）のうち、所要時間が最も
少ない経路を選択するために用いられるモデルであれば、任意のモデルを採用してよい。
【００３４】
　制御部４０は、例えば、コントローラ（controller）であり、ＣＰＵ（Central　Proce
ssing　Unit）、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）、ＡＳＩＣ（Application　Specifi
c　Integrated　Circuit）やＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate　Array）等によって
、情報配信装置１０内部の記憶装置に記憶されている各種プログラムが、ＲＡＭ等の記憶
領域を作業領域として実行されることにより実現される。図２に示す例では、制御部４０
は、取得部４１、選択部４２、学習部４３、設定部４４、および提供部４５（以下、総称
して各処理部４１～４５と記載する場合がある。）を有する。
【００３５】
　なお、制御部４０が有する各処理部４１～４５の接続関係は、図２に示した接続関係に
限られず、他の接続関係であってもよい。また、各処理部４１～４５は、以下に説明する
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ような選択処理および学習処理の機能・作用（例えば図１）を実現・実行するものである
が、これらは説明のために整理した機能単位であり、実際のハードウェア要素やソフトウ
ェアモジュールとの一致は問わない。すなわち、以下の選択処理および学習処理の機能・
作用を実現・実行することができるのであれば、情報配信装置１０は、任意の機能単位で
案内処理を実現・実行して良い。
【００３６】
〔２－２．情報配信装置が実行する処理の作用効果の一例〕
　以下、図４～図７に示すフローチャートを用いて、各処理部４１～４５が実行・実現す
る選択処理の内容について説明する。図４は、実施形態に係る情報配信装置が実行する選
択処理の流れの一例を示すフローチャートである。図５は、実施形態に係る情報配信装置
が学習データを用いてモデルを学習する処理の流れの一例を示すフローチャートである。
図６は、実施形態に係る情報配信装置が報酬を設定する処理の流れの一例を示すフローチ
ャートである。図７は、実施形態に係る情報配信装置が実行する案内処理の流れの一例を
示すフローチャートである。
【００３７】
〔２－３．選択処理における作用効果の一例〕
　まず、図４を用いて、選択処理の流れの一例について説明する。例えば、取得部４１は
、所定の端末装置１００の移動経路を示す移動情報を取得する（ステップＳ１０１）。よ
り具体的には、取得部４１は、移動情報として、移動経路と移動経路の移動時間とを示す
移動情報を取得する。
【００３８】
　例えば、提供部４５は、端末装置１０１から出発地を地点Ａとし目的地を地点Ｂとする
案内情報の要求を受付けた場合、地点Ａから地点Ｂまでの経路である基準経路を示す案内
情報を端末装置１０１へと提供する（図１中ステップＳ１）。このような場合、取得部４
１は、端末装置１０１から移動情報を取得する（図１中ステップＳ２）。例えば、取得部
４１は、端末装置１０１を利用する利用者Ｕ０１が基準経路ではなく、地点Ａから地点Ｂ
へと至る経路Ａを介して移動した場合は、経路Ａを示す移動情報を取得する。
【００３９】
　同様に、提供部４５は端末装置１０２から出発地を地点Ａとし目的地を地点Ｂとする案
内情報の要求を受付けた場合、地点Ａから地点Ｂまでの経路である基準経路を示す案内情
報を端末装置１０２へと提供する（図１中ステップＳ３）。このような場合、取得部４１
は、端末装置１０２から移動情報を取得する（図１中ステップＳ４）。例えば、取得部４
１は、端末装置１０２を利用する利用者Ｕ０２が基準経路ではなく、地点Ａから地点Ｂへ
と至る経路Ｂを介して移動した場合は、経路Ｂを示す移動情報を取得する。そして、取得
部４１は、端末装置１０１、１０２から取得した移動情報を移動情報データベース３１に
登録する。
【００４０】
　選択部４２は、移動情報を移動情報データベース３１から読出し、読み出した移動情報
から移動態様と移動経路とを特定する（ステップＳ１０２）。例えば、選択部４２は、端
末装置１０１から取得した移動情報に含まれる移動情報と日時情報とを用いて、地点Ａか
ら地点Ｂまでの経路Ａと、経路Ａを介して地点Ａから地点Ｂまで至る際の所要時間を算出
する。また、選択部４２は、移動情報や日時情報に基づいて、経路Ａにおける利用者Ｕ０
１の移動速度、加減速、移動方向等といった運転の態様を移動態様として特定する。
【００４１】
　続いて、選択部４２は、取得部４１が特定した移動経路と対応する基準経路を特定する
（ステップＳ１０３）。例えば、選択部４２は、図１に示すステップＳ１やステップＳ３
にて通知した基準経路を特定する。なお、選択部４２は、移動情報から利用者Ｕ０１、Ｕ
０２が移動した経路を特定し、特定した経路と出発地および目的地が同一となる経路であ
って、案内処理において提供される経路を基準経路として特定してもよい。
【００４２】
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　ここで、選択部４２は、移動情報が示す移動経路が所定の条件を満たすか否かを判定す
る（ステップＳ１０４、図１中ステップＳ５）。そして、選択部４２は、移動態様が所定
の条件を満たすと判定した場合は（ステップＳ１０４：Ｙｅｓ）、その移動情報を選択対
象とする。一方、選択部４２は、移動態様が所定の条件を満たさないと判定した場合は（
ステップＳ１０４：Ｎｏ）、移動情報を選択対象から除外し（ステップＳ１０８）、処理
を終了する。
【００４３】
　例えば、案内処理において推定された基準経路を用いた場合の所要時間よりも、経路Ａ
を用いた場合の所要時間の方が短い場合、経路Ａは基準経路よりも良い経路（すなわち、
案内処理において優先的に提供されるべき経路）であるとも考えられる。しかしながら、
利用者Ｕ０１が経路Ａを用いた際に、法定速度を超える速度で走行している場合には、経
路Ａが基準経路よりも良い経路であるとは言えない。
【００４４】
　そこで、選択部４２は、移動情報の取得元となる端末装置１０１が経路Ａを移動した際
の移動速度が、所定の範囲内となる場合は、経路Ａを示す移動情報をモデルの学習データ
の選択対象とする。例えば、選択部４２は、案内情報データベース３２を参照し、移動情
報が示す経路Ａの法定速度を特定する。そして、利用者Ｕ０１による移動速度が特定した
法定速度の範囲内となる場合は、その移動情報を選択対象とし、法定速度を逸脱している
場合は、その移動情報を選択対象から除外する。
【００４５】
　なお、選択部４２は、他の条件を用いて、移動情報を選択対象とするか否かを判定して
もよい。例えば、利用者Ｕ０１が経路Ａを法定速度の範囲内で移動していたとしても、周
囲の車両の移動速度がＵ０１よりも遅い速度で移動している場合、若しくは、利用者Ｕ０
１よりも速い速度で移動している場合には、利用者Ｕ０１が適切に経路Ａを移動したとは
言えない恐れがある。そこで、選択部４２は、端末装置１０１以外の端末装置１００から
取得した移動情報を参照し、経路Ａにおける移動速度を特定する。そして、選択部４２は
、経路Ａにおける端末装置１０１の移動速度と、経路Ａにおける端末装置１０１以外の端
末装置１００の移動速度との差が所定の閾値を超える場合は、端末装置１０１の移動経路
を示す移動情報であって、経路Ａを示す移動情報を選択対象から除外してもよい。例えば
、選択部４２は、経路Ａにおける端末装置１０１の移動速度と、端末装置１０１以外の端
末装置１００の移動速度の平均との差が時速１５キロメートル以上となる場合は、端末装
置１０１から取得した経路Ａにおける移動情報を選択対象から除外してもよい。
【００４６】
　また、例えば、踏切や交差点などで利用者Ｕ０１が一時停止を行っていない場合にも、
利用者Ｕ０１が適切に経路Ａを移動したとは言えない恐れがある。そこで、選択部４２は
、移動情報に基づいて、経路Ａにおける端末装置１０１の移動態様が経路Ａにおける所定
の条件を満たしているかを判定し、所定の条件を満たしていると判定した場合は、端末装
置１０１から取得した経路Ａにおける移動情報を選択対象としてもよい。例えば、選択部
４２は、案内情報を参照し、経路Ａにおける一時停止箇所や徐行運転区間等を特定する。
そして、選択部４２は、端末装置１０１から取得した移動情報に含まれる位置情報や日時
情報等から、利用者Ｕ０１が一時停止箇所で一時停止を行ったか、徐行運転区間を徐行運
転（例えば、時速３０キロメートル以下）で通過したか等、経路Ａにおける各種の交通ル
ールを順守したか否かを判定する。そして、選択部４２は、利用者Ｕ０１が交通ルールを
順守していなかった場合は、端末装置１０１の経路Ａにおける移動情報を選択対象から除
外する。
【００４７】
　また、例えば、利用者Ｕ０１が急劇な加減速や蛇行運転、頻繁な車線変更等といった危
険運転を行っている場合等にも、利用者Ｕ０１が適切に経路Ａを移動したとは言えず、学
習データとしては不適切となる恐れがある。そこで、選択部４２は、移動情報に基づいて
、経路Ａにおける端末装置１０１自体の移動態様が所定の条件を満たしているかを判定し
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、所定の条件を満たしていると判定した場合は、移動情報を選択対象としてもよい。例え
ば、選択部４２は、移動情報に基づいて、急激な加減速を行っていないか、蛇行運転を行
っていないか等、危険運転を行っているか否かを判定し、危険運転を行っていないと判定
した場合には、端末装置１０１の経路Ａにおける移動情報を選択対象としてもよい。
【００４８】
　また、例えば、利用者Ｕ０１が経路Ａで法定速度を順守したとしても、高速でカーブを
曲がった場合等には、利用者Ｕ０１が適切に経路Ａを移動したとは言えない恐れがある。
そこで、選択部４２は、移動情報が曲線を描く移動経路を示す場合は、その移動経路にお
ける端末装置１０１の移動速度が所定の閾値を超えるか否かを判定し、超えると判定した
場合は、移動情報を選択対象から除外してもよい。例えば、選択部４２は、案内情報を参
照し、経路Ａにカーブが含まれているか否かを判定する。また、選択部４２は、経路Ａに
カーブが含まれている場合は、移動情報に基づいて、端末装置１０１がそのカーブを所定
の速度よりも速い速度で移動したか否かを判定する。ここで、選択部４２は、カーブの曲
率に応じた速度よりも速い速度で端末装置１０１が移動したか否かを判定してもよい。そ
して、選択部４２は、端末装置１０１がそのカーブを所定の速度よりも速い速度で移動し
た場合は、端末装置１０１の経路Ａにおける移動情報を選択対象から除外してもよい。
【００４９】
　また、例えば、利用者Ｕ０１が経路Ａで法定速度を順守したとしても、経路Ａがスクー
ルゾーンとして設定された道路であったり、経路Ａの周囲に学校や住宅街が存在する場合
には、案内処理において経路Ａを提供するのは、適切ではない恐れがある。そこで、選択
部４２は、移動情報が示す経路Ａを含む領域の属性に基づいて、選択対象とする移動情報
を選択してもよい。例えば、選択部４２は、案内情報を参照し、経路Ａの周囲に学校や住
宅街等、所定の施設が存在する場合や、経路Ａの周囲が第一種住宅区画等、所定の区画に
指定されている場合等は、端末装置１０１の経路Ａにおける移動情報を選択対象から除外
してもよい。
【００５０】
　なお、上述した処理以外にも、選択部４２は、移動情報が示す利用者Ｕ０１の運転態様
（すなわち、移動態様）が所定の条件を満たす場合は、選択対象から除外してもよい。ま
た、選択部４２は、経路Ａだけではなく、経路Ｂについても同様に、移動情報が所定の条
件を満たすか否かを判定する。
【００５１】
　また、選択部４２は、基準経路よりも選択対象とした移動経路の評価が高いか否かを判
定する（ステップＳ１０５）。そして、選択部４２は、基準経路よりも移動経路の評価が
高いと判定した場合は（ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、移動情報を正例として（ステップ
Ｓ１０６）学習データデータベース３３に登録し、処理を終了する。一方、選択部４２は
、基準経路よりも移動経路の評価が低いと判定した場合は（ステップＳ１０５：Ｎｏ）、
移動情報を負例として（ステップＳ１０７）学習データデータベース３３に登録し、処理
を終了する。すなわち、選択部４２は、基準となる移動経路である基準経路よりも評価が
高い移動経路を示す移動情報、または、基準経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情
報を、案内処理等の移動経路の提供に用いるモデルの学習データとして選択する（図１中
ステップＳ６）。
【００５２】
　例えば、選択部４２は、基準経路よりも評価が高い移動経路を示す移動情報として、基
準経路よりも移動時間が短い移動経路を示す移動情報を取得し、基準経路よりも評価が低
い移動経路を示す移動情報として、基準経路よりも移動時間が長い移動経路を示す移動情
報を選択する。例えば、選択部４２は、基準経路と同一の出発地から同一の目的地へと至
る経路Ａ、Ｂであって、基準経路とは異なる経路Ａ、Ｂを示す移動情報のうち、基準経路
よりも評価が高い移動経路、または、基準経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情報
を選択する。
【００５３】
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　より具体的には、選択部４２は、端末装置１０１、１０２が地点Ａから地点Ｂまで移動
する際に提供される移動経路として算出された移動経路を基準経路とする。すなわち、選
択部４２は、案内処理において算出され、図１中ステップＳ１、Ｓ３にて提供された地点
Ａから地点Ｂまでの経路を基準経路とする。
【００５４】
　また、選択部４２は、基準経路を用いて地点Ａから地点Ｂまでかかる所要時間を推定す
る。そして、選択部４２は、経路Ａを用いた際の所要時間が、推定された基準経路の所要
時間よりも短い場合は、端末装置１０１から取得された経路Ａの移動情報を正例として選
択する。一方、例えば、選択部４２は、経路Ｂを用いた際の所要時間が、推定された基準
経路の所要時間よりも長い場合は、端末装置１０２から取得された経路Ｂの移動情報を負
例として選択する。
【００５５】
　なお、経路Ａや経路Ｂを用いた所要時間と基準経路の所要時間との差が数秒程度に収ま
る場合等には、経路Ａや経路Ｂを示す移動情報を学習データにしたとしても、あまり学習
精度が向上しないと考えられる。そこで、選択部４２は、経路Ａを用いた際の所要時間が
、推定された基準経路の所要時間よりも、所定の閾値以上短い場合にのみ、端末装置１０
１から取得された経路Ａの移動情報を正例として選択してもよい。また、選択部４２は、
経路Ｂを用いた際の所要時間が、推定された基準経路の所要時間よりも、所定の閾値以上
長い場合にのみ、端末装置１０２から取得された経路Ｂの移動情報を負例として選択して
もよい。
【００５６】
　また、例えば、選択部４２は、移動情報が示す移動経路の態様と基準経路の態様とに基
づいて、学習データとする移動情報を選択してもよい。例えば、選択部４２は、移動情報
が示す移動経路における右左折の回数と、基準経路における右左折の回数とを比較し、回
数の差が所定の範囲内であり、かつ、移動情報が示す移動経路の方が移動時間が短い場合
は、移動情報を正例として選択してもよい。また、選択部４２は、基準経路における右左
折の回数よりも移動情報が示す移動経路における右左折の回数が少ない場合は、移動情報
を正例として選択してもよい。また、例えば、選択部４２は、移動情報が示す移動経路に
左折を行う箇所のみが含まれ、右折を行う箇所が無い場合は、移動情報を正例として選択
してもよい。すなわち、選択部４２は、右左折の態様や回数等に応じて、基準経路よりも
良い移動経路や悪い移動経路を示す移動情報を推定してもよい。
【００５７】
〔２－４．モデルを学習する処理における作用効果の一例〕
　次に、図５を用いて、学習データを用いてモデルを学習する処理の流れの一例を説明す
る。例えば、学習部４３は、出発地と目的地とを設定し（ステップＳ２０１）、対応する
正例と負例とを学習データデータベース３３から読み出す（ステップＳ２０２）。そして
、学習部４３は、出発地から目的地までの経路が、正例となり、負例にはならないように
、モデルの学習を行い（ステップＳ２０３）、処理を終了する。
【００５８】
　すなわち、学習部４３は、選択部４２によって選択された移動情報を用いて、案内処理
に用いるモデルのデータを学習する（図１中ステップＳ７）。例えば、学習部４３は、学
習データとして登録された移動情報を読出し、移動情報が示す複数の位置をノードとし、
端末装置１００が通過した順に各位置と対応するノードを連結したポリラインのデータを
生成する。そして、学習部４３は、設定した出発地から目的地までの経路を示すポリライ
ンをモデルに入力した際に、正例として選択された移動情報のポリラインに類似する程高
い値のスコアを出力し、負例として選択された移動情報のポリラインに類似する程低い値
のスコアを出力するように、モデルの学習を行う。例えば、学習部４３は、バックプロパ
ゲーション等、任意のモデル生成技術を用いて、モデルの学習を行ってよい。そして、学
習部４３は、学習が行われたモデルをモデルデータベース３４に登録する。
【００５９】



(13) JP 2018-100896 A 2018.6.28

10

20

30

40

50

〔２－５．報酬を設定する処理における作用効果の一例〕
　次に、図６を用いて、報酬を設定する処理の流れの一例を説明する。設定部４４は、移
動情報が学習データに選択されたか否かを判定する（ステップＳ３０１）。そして、設定
部４４は、移動情報が学習データに選択された場合は（ステップＳ３０１：Ｙｅｓ）、学
習データに選択された移動情報の取得元となる端末装置１００の利用者に対して、評価の
度合いに応じた報酬を設定し（ステップＳ３０２）、処理を終了する。また、設定部４４
は、移動情報が学習データに選択されなかった場合は（ステップＳ３０１：Ｎｏ）、その
まま処理を終了する。
【００６０】
　例えば、設定部４４は、端末装置１０１から取得された移動情報であって、経路Ａを示
す移動情報が正例として選択された場合は、経路Ａを用いた際の所要時間と基準経路を用
いた際の所要時間との差を算出し、算出した所要時間の差に応じた額の報酬を、端末装置
１０１の利用者Ｕ０１に対して設定する。より具体的には、設定部４４は、算出した所要
時間の差が大きい程、大きい額の報酬を設定する。同様に、設定部４４は、端末装置１０
２から取得された移動情報であって、経路Ｂを示す移動情報が負例として選択された場合
は、経路Ｂを用いた際の所要時間と基準経路を用いた際の所要時間との差を算出し、算出
した所要時間の差に応じた額の報酬を、端末装置１０２の利用者Ｕ０２に対して設定する
。
【００６１】
　なお、経路Ａを用いた際の所要時間が基準経路を用いた際の所要時間と比較して、所定
の時間よりも速かった場合には、危険運転が行われた可能性が高い。そこで、設定部４４
は、経路Ａを用いた際の所要時間と基準経路を用いた際の所要時間との差が所定の範囲内
に収まる場合にのみ、報酬の設定を行ってもよい。
【００６２】
　なお、端末装置１００が各種の移動通信システムを用いて、移動情報を情報配信装置１
０へと送信する場合、セッション保持の関係から端末装置１００から適切に移動情報を取
得できない恐れがある。また、端末装置１０１が経路Ａを辿って移動したとしても、その
移動が利用者Ｕ０１の運転による移動であるのか、他の利用者の運転による移動であるの
かを特定するのは、困難である。
【００６３】
　そこで、設定部４４は、端末装置１００を介して所定のサービスに関する認証（すなわ
ち、ログイン）を行った利用者に対し、所定の報酬を設定してもよい。例えば、設定部４
４は、端末装置１０１から取得した移動情報が学習データに選択された場合、その移動情
報が取得された際に、端末装置１０１を介してナビゲーションサービス等にログインして
いた利用者を特定する。すなわち、設定部４４は、情報配信装置１０が提供するサービス
にログインしていた利用者を特定する。そして、設定部４４は、特定した利用者に対して
、所定の報酬を設定してもよい。
【００６４】
　なお、設定部４４が設定する報酬は、金銭的な報酬であってもよく、各種のポイントサ
ービスにおけるポイントであってもよい。また、設定部４４が設定する報酬は、各種の記
念品の贈呈等であってもよい。このように設定部４４によって設定された報酬は、外部の
サーバ装置等により、利用者に対して提供されることとなる。
【００６５】
〔２－６．案内処理における作用効果の一例〕
　次に、図７を用いて、案内処理を実行する処理の流れの一例を説明する。提供部４５は
、図７に示す処理に先立ち、利用者Ｕ０３が利用する端末装置１０３から案内情報の要求
を受付ける（図１中ステップＳ８）。例えば、利用者Ｕ０３は、地点Ａを出発地とし、地
点Ｂを目的地とする案内情報の配信を要求する。このような場合、提供部４５は、図１中
ステップＳ７にて学習が行われたモデルを用いて、出発地となる地点Ａから目的地となる
地点Ｂまでの経路の候補を生成する（ステップＳ４０１）。



(14) JP 2018-100896 A 2018.6.28

10

20

30

40

50

【００６６】
　また、提供部４５は、生成した各候補を示すポリラインをモデルに入力し、最もスコア
が高い経路を提供する（ステップＳ４０２）。例えば、図１中ステップＳ７に示す学習が
行われた場合、モデルは、経路Ａと同一また経路Ａに近い経路に対して基準経路よりも高
いスコアを出力し、経路Ｂと同一また経路Ｂに近い経路に対して基準経路よりも低いスコ
アを出力することとなる。この結果、提供部４５は、例えば、端末装置１０３に対して、
経路Ａを示す案内情報を提供する（図１中ステップＳ９）。すなわち、提供部４５は、プ
ローブである端末装置１０１、１０２とは異なる端末装置１０３を利用する利用者Ｕ０３
に対し、プローブである端末装置１０１、１０２が取得した移動情報に基づく学習が行わ
れたモデルを用いて選択された経路Ａを、新たな基準経路として提供する。
【００６７】
　ここで、提供部４５は、基準経路とは異なる経路を移動中であるか否かを判定する（ス
テップＳ４０３）、そして、提供部４５は、基準経路と同じ経路を移動している場合は（
ステップＳ４０３：Ｎｏ）、そのまま処理を終了する。一方、提供部４５は、基準経路と
異なる経路を移動している場合は（ステップＳ４０３：Ｙｅｓ）、基準経路を移動中の端
末装置１００による移動情報を取得する（ステップＳ４０４）。また、提供部４５は、案
内処理の対象となる端末装置１００が基準経路を走行していた場合の位置を推定する（ス
テップＳ４０５）。そして、提供部４５は、案内処理の対象となる端末装置１００を示す
情報と、推定した位置とを示す情報を配信し、端末装置１００に表示させ（ステップＳ４
０６）、処理を終了する。すなわち、提供部４５は、基準経路とは異なる移動経路であっ
て基準経路と同じ目的地へと至る移動経路を移動中の端末装置１００に対し、端末装置１
００が移動中の移動経路に関する情報と、基準経路に関連する情報とを提供する。
【００６８】
　例えば、提供部４５は、基準経路を移動中の端末装置１００の位置に基づいて、基準経
路とは異なる移動経路を移動中の端末装置１００が基準経路を移動した際の位置を推定し
、推定した位置に関する情報を、基準経路に関連する情報として提供する。以下、利用者
Ｕ０３が新たな基準経路である経路Ａではなく、経路Ｂを介して地点Ｂまで移動を開始し
たものとする。このような場合、提供部４５は、端末装置１０３以外の端末装置であって
、新たな基準経路である経路Ａを移動中の端末装置１００から取得した位置情報に基づい
て、渋滞の発生や経路Ａにおける平均的な移動速度等、経路Ａを介した移動に関する各種
の情報を推定する。また、提供部４５は、推定した各種の情報に基づいて、利用者Ｕ０３
が経路Ａを用いて移動した際における現在位置を推定する。そして、提供部４５は、推定
した現在位置を示す情報を端末装置１０３に配信し、配信した情報が示す位置を地図上に
表示させる。このような処理を行うことで、提供部４５は、提案した経路が良かったのか
否かを利用者Ｕ０３に示すことができる。
【００６９】
　このように、情報配信装置１０は、従来技術のように、利用者の個人的な移動態様の好
みを案内処理に適用するのではなく、各経路について各利用者が実際に利用した結果を機
械学習の学習データとして採用し、学習データの提供元に対して、基準経路よりも良い経
路を移動したという成功体験に対する報酬を提供する。このため、情報配信装置１０は、
案内処理に用いるモデルの学習データを効率良く収集することができるので、案内処理に
おける経路の選択精度を向上させることができる。
【００７０】
〔３．変形例〕
　上述した実施形態に係る情報配信装置１０は、上記実施形態以外にも種々の異なる形態
にて実施されてよい。そこで、以下では、上記の情報配信装置１０の他の実施形態につい
て説明する。
【００７１】
〔３－１．利用者の評価について〕
　例えば、情報配信装置１０は、移動情報を学習データとして用いるか否かを利用者に対
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して問い合わせてもよい。具体的には、情報配信装置１０は、基準経路よりも評価が高い
移動経路を示す移動情報、または、基準経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情報の
取得元となる端末装置１００の利用者に対して、移動情報の使用に関する許可を問合せ、
移動情報の使用に関する許可を受付けた場合は、移動情報をモデルの学習データとして選
択してもよい。
【００７２】
　また、情報配信装置１０は、利用者からの評価が高い経路を示す経路情報、または、利
用者からの評価が低い経路を示す経路情報を、モデルの学習データとしてさらに選択して
もよい。例えば、情報配信装置１０は、利用者Ｕ０１に対する案内処理が終了した際に、
「今回の経路はどうでした？」等といった音声を出力し、案内に対する評価を受付ける。
このような場合、例えば、端末装置１０１は、スライダや５段階評価の入力画面等を表示
し、利用者Ｕ０１からの評価を受付ける。そして、情報配信装置１０は、受付けた評価が
所定の閾値を超える場合は、案内処理において提供した経路を示す経路情報を正例の学習
データとして、モデルの学習を行ってもよい。また、情報配信装置１０は、受付けた評価
が所定の閾値を下回る場合は、案内処理において提供した経路を示す経路情報を負例の学
習データとしてもよい。
【００７３】
　なお、情報配信装置１０は、案内に対する評価を利用者の発言内容や声のトーン等から
推定してもよい。例えば、情報配信装置１０は、利用者Ｕ０１を地点Ａから地点Ｂまで案
内中に、ため息や不機嫌な声を発していた場合や、「最悪」等といった言葉を利用者が発
した場合は、提供した経路を示す経路情報を負例の学習データとしてもよい。すなわち、
情報配信装置１０は、提供された経路に対する利用者の主体的な評価を示す情報であれば
、任意の情報を学習に反映させてよい。
【００７４】
〔３－２．経路の重複について〕
　また、情報配信装置１０は、移動情報が示す移動経路が、所定の出発地から所定の目的
地までの間で同一の区間を繰り返し通過している場合は、移動情報を基準となる移動経路
よりも評価が低い移動経路としてもよい。すなわち、情報配信装置１０は、移動情報が示
す経路上で利用者が迷ったか否かを判定し、迷っていた場合には、移動情報が示す経路が
解りづらい経路であると推定し、かかる移動情報を負例としてもよい。
【００７５】
　また、情報配信装置１０は、経路上に存在する交差点の位置を特定し、特定した位置で
端末装置１００が所定の時間以上止まったか否かを判定する。すなわち、情報配信装置１
０は、利用者が進行方向を躊躇したか否かを判定する。そして、情報配信装置１０は、交
差点で端末装置１００が所定の時間以上止まった場合は、移動情報を負例としてもよい。
また、情報配信装置１０は、移動情報に基づいて、Ｕターンが行われたか否かを判定し、
行われていた場合は、移動情報を負例としてもよい。
【００７６】
〔３－３．基準経路について〕
　上述した例では、情報配信装置１０は、利用者Ｕ０１を地点Ａから地点Ｂまで案内する
案内処理において提供した経路を基準経路とした。しかしながら、実施形態は、これに限
定されるものではない。例えば、情報配信装置１０は、案内処理を行わずに利用者Ｕ０１
が経路Ａを辿って地点Ａから地点Ｂまで移動した場合、端末装置１０１から経路Ａを示す
移動情報を取得することとなる。このような場合、情報配信装置１０は、取得した移動情
報から、利用者Ｕ０１が移動した出発地と目的地とを推定する。
【００７７】
　例えば、情報配信装置１０は、利用者Ｕ０１の端末装置１０１がそれまでに取得した移
動情報の履歴に基づいて、利用者Ｕ０１の自宅、職場、各種のＰＯＩ（Point　Of　Inter
est）等の位置を推定し、推定した位置を目的地とする移動を移動情報が示す経路で行っ
たと推定してもよい。そして、情報配信装置１０は、推定した出発地から推定した目的地
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までの案内を行う際に提供する経路をモデルを用いて選択し、選択した経路を基準経路と
してもよい。
【００７８】
　すなわち、情報配信装置１０は、選択処理の実行時において案内処理に用いられるモデ
ルにより選択された経路であって、移動情報が示す移動経路と同一の出発地から同一の目
的地へと至る経路であれば、任意の経路を基準経路に設定してもよい。また、このような
基準経路は、利用者の属性等に応じて変更されてもよい。例えば、情報配信装置１０は、
移動経路に基づいて、利用者が有料道路を好んでいるか、一般道路を好んでいるか、裏道
を好んでいるか等を推定し、推定結果に応じて基準経路を設定してもよい。
【００７９】
〔３－４．経路について〕
　ここで、情報配信装置１０は、任意の区間を「移動経路」や「基準経路」として設定し
てもよい。すなわち、情報配信装置１０は、地点Ａや地点Ｂとして、任意の位置を設定し
てよい。例えば、情報配信装置１０は、利用者が移動し始めた地点から移動を終了した地
点までを１つの移動経路としてもよく、利用者が移動した経路を所定の単位に分割した複
数の経路（以下、「区間」と記載する。）のそれぞれを移動経路としてもよい。すなわち
、情報配信装置１０は、任意の区間ごとに学習データの選択を行ってもよい。また、情報
配信装置１０は、端末装置１００があるタイミングで特定した現在位置を始点とし、次に
端末装置１００が特定した現在位置を終点とする経路を１つの移動経路としてもよい。
【００８０】
　また、情報配信装置１０は、案内処理において用いられる経路の単位に基づいて、移動
経路とする範囲を設定してもよい。例えば、案内情報データベース３２には、交差点や高
速道路の入り口、インターチェンジ等、移動の分岐となる分岐点をノードとし、分岐点と
分岐点とを結ぶ道路や車線をリンクとするデータが含まれる場合がある。このような場合
、情報配信装置１０は、あるノードと対応する分岐点から他のノードと対応する分岐点ま
での経路を「移動経路」や「基準経路」としてもよい。すなわち、情報配信装置１０は、
所定の出発地から所定の目的地まで、利用者が移動した経路を移動経路とするのであれば
、任意の区間を移動経路に設定して良い。
【００８１】
〔３－５．学習データについて〕
　上述した例では、情報配信装置１０は、移動情報が示す移動経路と対応するポリライン
を学習データとし、ポリラインの各種特徴を学習するようにモデルの学習を行った。しか
しながら、実施形態は、これに限定されるものではない。すなわち、情報配信装置１０は
、移動情報そのものを学習データとしてもよく、移動情報から生成される任意の情報を学
習データとしてもよい。すなわち、情報配信装置１０は、基準経路よりも良いまたは悪い
経路を示す情報であれば、任意の情報を学習データとしてもよい。また、情報配信装置１
０は、学習データが有する任意の特徴を任意の学習手法によりモデルに学習させてよい。
【００８２】
〔３－６．その他〕
　なお、情報配信装置１０は、例えば、案内処理において移動情報の収集に対する同意を
利用者に対して求めてもよい。例えば、情報配信装置１０は、「ポイント等の報酬を付与
するので、移動情報の収集にご協力ください。」等といったメッセージを配信し、利用者
が同意した場合にのみ、移動情報を収集してもよい。また、情報配信装置１０は、移動情
報が示す経路を用いた際の移動時間が、基準経路を用いた際の移動時間よりも短い場合は
、移動情報を無条件に学習データとして選択してもよい。
【００８３】
　また、上記実施形態において説明した各処理のうち、自動的に行われるものとして説明
した処理の全部または一部を手動的に行うこともでき、逆に、手動的に行われるものとし
て説明した処理の全部または一部を公知の方法で自動的に行うこともできる。この他、上
記文書中や図面中で示した処理手順、具体的名称、各種のデータやパラメータを含む情報
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については、特記する場合を除いて任意に変更することができる。例えば、各図に示した
各種情報は、図示した情報に限られない。
【００８４】
　また、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示
の如く構成されることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は図示の
ものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意の単
位で機能的または物理的に分散・統合して構成することができる。
【００８５】
　また、上記してきた各実施形態は、処理内容を矛盾させない範囲で適宜組み合わせるこ
とが可能である。
【００８６】
〔３－７．プログラム〕
　また、上述した実施形態に係る情報配信装置１０は、例えば図８に示すような構成のコ
ンピュータ１０００によって実現される。図８は、ハードウェア構成の一例を示す図であ
る。コンピュータ１０００は、出力装置１０１０、入力装置１０２０と接続され、演算装
置１０３０、一次記憶装置１０４０、二次記憶装置１０５０、出力ＩＦ（Interface）１
０６０、入力ＩＦ１０７０、ネットワークＩＦ１０８０がバス１０９０により接続された
形態を有する。
【００８７】
　演算装置１０３０は、一次記憶装置１０４０や二次記憶装置１０５０に格納されたプロ
グラムや入力装置１０２０から読み出したプログラム等に基づいて動作し、各種の処理を
実行する。一次記憶装置１０４０は、ＲＡＭ等、演算装置１０３０が各種の演算に用いる
データを一次的に記憶するメモリ装置である。また、二次記憶装置１０５０は、演算装置
１０３０が各種の演算に用いるデータや、各種のデータベースが登録される記憶装置であ
り、ＲＯＭ(Read　Only　Memory)、ＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）、フラッシュメモリ等
により実現される。
【００８８】
　出力ＩＦ１０６０は、モニタやプリンタといった各種の情報を出力する出力装置１０１
０に対し、出力対象となる情報を送信するためのインタフェースであり、例えば、ＵＳＢ
（Universal　Serial　Bus）やＤＶＩ（Digital　Visual　Interface）、ＨＤＭＩ（登録
商標）（High　Definition　Multimedia　Interface）といった規格のコネクタにより実
現される。また、入力ＩＦ１０７０は、マウス、キーボード、およびスキャナ等といった
各種の入力装置１０２０から情報を受信するためのインタフェースであり、例えば、ＵＳ
Ｂ等により実現される。
【００８９】
　なお、入力装置１０２０は、例えば、ＣＤ（Compact　Disc）、ＤＶＤ（Digital　Vers
atile　Disc）、ＰＤ（Phase　change　rewritable　Disk）等の光学記録媒体、ＭＯ（Ma
gneto-Optical　disk）等の光磁気記録媒体、テープ媒体、磁気記録媒体、または半導体
メモリ等から情報を読み出す装置であってもよい。また、入力装置１０２０は、ＵＳＢメ
モリ等の外付け記憶媒体であってもよい。
【００９０】
　ネットワークＩＦ１０８０は、ネットワークＮを介して他の機器からデータを受信して
演算装置１０３０へ送り、また、ネットワークＮを介して演算装置１０３０が生成したデ
ータを他の機器へ送信する。
【００９１】
　演算装置１０３０は、出力ＩＦ１０６０や入力ＩＦ１０７０を介して、出力装置１０１
０や入力装置１０２０の制御を行う。例えば、演算装置１０３０は、入力装置１０２０や
二次記憶装置１０５０からプログラムを一次記憶装置１０４０上にロードし、ロードした
プログラムを実行する。
【００９２】
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　例えば、コンピュータ１０００が情報配信装置１０として機能する場合、コンピュータ
１０００の演算装置１０３０は、一次記憶装置１０４０上にロードされたプログラムを実
行することにより、制御部４０の機能を実現する。
【００９３】
〔４．効果〕
　上述したように、情報配信装置１０は、端末装置１００の移動経路を示す移動情報を取
得する。そして、情報配信装置１０は、移動経路の提供に用いるモデルの学習データとし
て、基準経路よりも評価が高い移動経路を示す移動情報、または、基準経路よりも評価が
低い移動経路を示す移動情報を、取得された移動情報から選択する。このため、情報配信
装置１０は、実際に端末装置１００が経路を移動した際の履歴を学習データとすることが
できるので、モデルが移動経路を選択する際の選択精度を向上させることができる。
【００９４】
　また、情報配信装置１０は、移動情報として、移動経路とその移動経路の移動時間とを
示す移動情報を取得する。そして、情報配信装置１０は、基準経路よりも評価が高い移動
経路を示す移動情報として、基準経路よりも移動時間が短い移動経路を示す移動情報を取
得し、基準経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情報として、基準経路よりも移動時
間が長い移動経路を示す移動情報を選択する。このため、情報配信装置１０は、移動時間
がより短い経路を案内処理において提供させることができる。
【００９５】
　また、情報配信装置１０は、基準経路と同一の出発地から同一の目的地へと至る移動経
路であって、その基準経路とは異なる移動経路を示す移動情報のうち、基準経路よりも評
価が高い移動経路、または、基準経路よりも評価が低い移動経路を示す移動情報を選択す
る。このため、情報配信装置１０は、経路ごとに適切な学習データを選択することができ
る。
【００９６】
　また、情報配信装置１０は、端末装置１００が所定の出発地から所定の目的地まで移動
する際に、案内情報等において提供される移動経路を基準経路とする。このため、情報配
信装置１０は、例えば、選択処理を行う際に案内処理において提供されている基準経路よ
りも良い経路や悪い経路の移動情報を学習データとすることができるので、案内処理にお
ける経路の選択精度を適切に向上させることができる。
【００９７】
　また、情報配信装置１０は、移動情報の取得元となる端末装置１００がその移動情報が
示す移動経路を移動した際の移動速度を取得し、モデルの学習データとして、移動速度が
所定の範囲内となる移動情報を選択対象とする。例えば、情報配信装置１０は、モデルの
学習データとして、移動速度が移動経路における法定の移動速度の範囲内となる移動情報
を選択対象とする。また、情報配信装置１０は、複数の端末装置１００の移動経路を示す
移動情報を取得し、所定の移動経路おける所定の端末装置１００の移動速度と、その所定
の移動経路における他の端末装置１００の移動速度との差が所定の閾値を超える場合は、
所定の端末装置１００の移動経路を示す移動情報であって、所定の移動経路を示す移動情
報を選択対象から除外する。
【００９８】
　また、情報配信装置１０は、移動情報に基づいて、所定の移動経路における所定の端末
装置１００の移動態様がその所定の移動経路における所定の条件を満たしているかを判定
し、その所定の条件を満たしていると判定した場合は、その移動情報を選択対象とする。
また、情報配信装置１０は、移動情報に基づいて、所定の端末装置１００の移動態様が所
定の条件を満たしているかを判定し、その所定の条件を満たしていると判定した場合は、
その移動情報を選択対象とする。また、情報配信装置１０は、移動情報が曲線を描く移動
経路を示す場合は、その移動経路における所定の端末装置１００の移動速度が所定の閾値
を超えるか否かを判定し、超えると判定した場合は、その移動情報を選択対象から除外す
る。また、情報配信装置１０は、移動情報が示す移動経路を含む領域の属性に基づいて、
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モデルの学習データとする移動情報を選択する。
【００９９】
　上述した各種の処理により、情報配信装置１０は、適切な運転により得られた移動情報
を、学習データとすることができるので、案内処理に用いるモデルの学習をより最適化す
ることができる。
【０１００】
　また、情報配信装置１０は、所定の端末装置１００から収集された移動情報がモデルの
学習データとされた場合は、その所定の端末装置１００と紐づく利用者に対して、所定の
報酬を設定する。例えば、情報配信装置１０は、所定の端末装置１００を介して所定のサ
ービスに関する認証を受けた利用者に対し、所定の報酬を設定する。また、情報配信装置
１０は、評価の度合いに応じた報酬を設定する。このため、情報配信装置１０は、よりよ
い経路を見つけようとする動機を利用者に提供することができるので、よりよい学習デー
タを効率良く取得することができる。
【０１０１】
　また、情報配信装置１０は、基準経路とは異なる移動経路であって、基準経路と同じ目
的地へと至る移動経路を移動中の端末装置１００に対して、その端末装置１００が移動中
の移動経路に関する情報と、基準経路に関連する情報とを提供する。例えば、情報配信装
置１０は、基準経路を移動中の端末装置１００の位置に基づいて、基準経路とは異なる移
動経路を移動中の端末装置１００が基準経路を移動した際の位置を推定し、推定した位置
に関する情報を、基準経路に関連する情報として提供する。このため、情報配信装置１０
は、基準経路を選択していた際の情報を利用者に提供することができる。
【０１０２】
　また、情報配信装置１０は、利用者からの評価が高い移動経路を示す経路情報、または
、利用者からの評価が低い移動経路を示す経路情報を、モデルの学習データとしてさらに
選択する。このため、情報配信装置１０は、利用者の主観的な評価を案内処理に適用する
ことができる。
【０１０３】
　また、情報配信装置１０は、移動情報が示す移動経路が、所定の出発地から所定の目的
地までの間で同一の区間を繰り返し通過している場合は、その移動情報を基準経路よりも
評価が低い移動経路とする。このため、情報配信装置１０は、迷い易い経路を学習データ
から除外するので、案内処理においてより適切な経路を提供することができる。
【０１０４】
　以上、本願の実施形態のいくつかを図面に基づいて詳細に説明したが、これらは例示で
あり、発明の開示の欄に記載の態様を始めとして、当業者の知識に基づいて種々の変形、
改良を施した他の形態で本発明を実施することが可能である。
【０１０５】
　また、上記してきた「部（section、module、unit）」は、「手段」や「回路」などに
読み替えることができる。例えば、選択部は、選択手段や選択回路に読み替えることがで
きる。
【符号の説明】
【０１０６】
　　１０　情報配信装置
　　２０　通信部
　　３０　記憶部
　　３１　移動情報データベース
　　３２　案内情報データベース
　　３３　学習データデータベース
　　３４　モデルデータベース
　　４０　制御部
　　４１　取得部
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　　４２　選択部
　　４３　学習部
　　４４　設定部
　　４５　提供部
　１００　端末装置

【図１】 【図２】



(21) JP 2018-100896 A 2018.6.28

【図３】 【図４】
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